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能登半島地震 被災地派遣報告



令和 6年 能登半島地震の被害
令和6年9周5自時点

202.こ年 1月 1日午後4時10分、能登地方で発生 した最大漫度 7の地震↓よ

奥能登を中′耐 這甚大かつ掟笥翻な被書を及ぽしました。
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保健師班派遣について

【経緯】
2024年:1月 3日 (フk) 厚労省からDHEATおよび保健師班の応援派遣(1/9～ )

要請あり。
1月 4日 (木)東 京都保健政策部から、いずれも1/9以降の派遣に向けて

調整中の旨 答。厚労省からDHEAT及び保健師班ともに
充足した旨連絡あり。

1月 5日 (金)夕 方、厚労省から保健師班の追加応援派遣(1/9～ )要請あり。
東京都から1/10からの活動開始可能として派遣体制を

1月 9日 (火)東 京都保健師班(第1班)現地到着
1月 10日 (水)活動開始

【派遣の目的】
避難所における住民の健康管理・衛生管理等業務 等

【派遣の根拠】
災害対策基本法 第67条、第68条及び第74条
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町田市による派遣の概要

【期 間】2024年 2月 8日 (木)～ 2月 13日 (火)5泊 6日

【派遣先】石川県金沢市 いしかわ総合スポーツセンター(1□ 5次避難所)

【班構成】保健師5名、業務調整員1名

【保健師】避難所における入所者の健康観察、衛生管理業務など

(新規入所者の間診、入所者の健康観察、要支援者に対する関
係団体との調整、避難所の感染対策と衛生管理、二次避難所
への予定者に対するADLチェック(スクリーニング))

【ロ ジ】入所者台帳の管理
チームのスケジュール管理
日報作成及び共有
荷物や資材の管理
スクリーニング
メールの確認
保健師業務のサポート
その他



1.5次避難所 入所者内訳  (2024/2/13本部会議資料から抜粋)

累計入所者

現在入所者

累計入所者

現在入所者

累計入所者
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24
0

120

40

46
0

711

115

207
45

27

0

２

１

「

０

２

０

１

０

68.2%
86.5%

71日1%
75.0%

64.3%

0

1042

133

291

60

42

0

73

13

6歳以上～
18歳以下

6歳未満 65歳以上 高齢化率いしかわ総合スポーツ
センターメインアリーナ

6歳以上～
18歳以下

65歳以上 高齢化率

小松市総合体育館
(2/8閉鎖)

6歳以上～
18歳以下

6歳未満

サブアリーナ
マルチパーパス

入所者数定員

1.5次避難所は上記4施設で構成



新規入所者数 新規退所者数 入所者数

いしかわ総合スポーツセンターメインアリーナの入退所者数
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退所先は保健師チームでは未把握



師はメインアリーナで活動

枠 (サブ(マルチ)は要介護者、が入所

ここは

常時換気

メインアリーナ入口
アリーナ内は土足厳禁ミ写1真撮影不可

いしかわ総合スポーツセンター外観



。2/9食堂ブース、テレビ

2台が設置された
。2/13時点で133名入所

(使用テント112張 り、残
リテント119張 り)

メインアリーナ (新規入所者が経由)

20～30%

寺

″



キッズスペース

メインアリーナ内の写真

ゴミ捨て場

∫

くイプベッ ドと段ボールベッ ド 庫 (物資保管)



メインアリーナの支援チ∵ム

医療

福祉

看護協会 (災害支援ナース)

県薬剤師会

DHEAT
MSHW

保健師

JRAT
DWAT

※医師待機、随時歯科医師会

分野 団体名



本部調整会議資料より抜粋

入所者数

使用テント数
(残テント数)

(入所期間の内訳)
10日以上入所者数

(°/。 )

20日以上入所者数

(°/。 )

30日以上入所者数

162人

135張り
(96張り)

127人
(78B40/0)

82人
(50B60/。 )

5人
(3B00/。 )

133人

112張り
(119張り)

118人
(88.70/。 )

79人
(59.4%)

10人
(7.50/。 )

2月 10日 2月 13日

(%)



統括
※随時会議参加

1日の活動 ※随時新規入所者の間診(入所エリアが担当)

・活動開始

・看護師夜勤申し送り
。入浴者などバイタル測定

8:30

16:00

17:15

18:00

19:15

活動開始

9:00

9:30

10:30

11:00～15:00  休憩(交Tけ

14:00

15:00 。リーダー会議

・本部ミーティング参加

・保健師リーダーミーティング

・統括業務の引継ざ

・看護師チームヘの夜間健康
観察依頼入所者を申し送り
。活動終了

・保健師リーダーミーテイング

・Bシフトヘの情報共有、活動

計画の確認

休憩 (交代)

・課題解決会議(火・金曜日)
(保健医療福祉調整会議)
・二次スクリーエング(随時)

・リーダー会議

・エリアミーテイング

・活動終了

・活動開始
・Aシフトからの引継ぎ
・感染症ラウンド、トイレ消毒

休憩(交代)

・リーダー会議
・感染症ラウンド
・有症状者専用トイレ消毒

・工リアミーテイング

・カルテ整理

・統括業務の引継ぎ

:活動終了

Bンフト



入退所の管理 毎日リーダーが突合、
変.更箇所は業務調整員(ロジ)に報告

相談窓回の周知



エリア 多職種|とのミニティング



感染症患者はホワイトボードに氏名と解除日を記載して共有

2月 11日 新型コロナ1  新型コロナ6

2月 12日

2月 13日

嘔吐下痢2

嘔吐下痢2

新型コロナ4

新型コロナ1

新型コロナ2
嘔吐下痢 1

嘔吐下痢1

嘔吐下痢 1

嘔吐下痢1

新型コロナ1

新型コロナ1

BエリアAエリア DエリアCエリア

螂
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被災地派遣の経験を次につなげていくために

被災地における保健師活動の経験を共有

対 象 庁内の保健師

「能登半島地震 被災地派遣報告」
被災地派遣経験者 保健予防課 保健師 2名
町田市保健所中町庁舎 研修棟

1.講話
・活動の概要
・入居者の状況
・保健活動の実際
・活動時に印象に残つたこと、困つたこと
・活動の準備として必要と感じたこと

2Bグループワーク・質疑応答
(¬ )発表を聞いて感じたこと、考えたこと

(2)日頃からどんな準備が必要だと感じたか
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lG～ 5Gのグループワーク

必要なこと 日頃からどんな準備が必要だと感じたか

平時の準備

災害時マニュアルの

確認

感染症対策

各フエニズの役割

関係構築

・普段から災害派遣に行くことを見据えた情報収集が必要。
・平常時も災害時のことを話す機会を作る。
と初動、どのように動くかをイメージできるようにする。
集まつた人で役割を決めていく。
・日頃から訓練に参加する。

・マニュアルに目を通す。
・保健師災害マニュアルを読む。
・マニュアルを保健師間で共有し、年に2 くらい見直せると
良い。

・感染症対策の知識を身につけておく。

・高齢者が多いため廃用の知識等の高齢者についての知識

習得。
・フエ下ズごとに役割が異なることを頭に入れる。

・行くメンパーでの関係構築。
・協調性が大事だと思つた。

・体調管理(体力大事)。
・体力と精神力を鍛えておく必要がある。

ロ

自身の健康管理



第2

参加人数
アンケート
アンケート

収人数
収率

28名
22名
79%

理解できな |
かつた0%

講座の理解度

意識の高まり

ロ

ロ

町田市業務連絡会全体会能登半島被災地派遣報告
アンケート(2024.11.11)集計結果

①派遣に行く場合に必要な知識を理解する
ことができましたか。

人数

13
8
0
1

講座の理解度
理解できた
どちらとも言えない

理解できなかった
缶
,1■ ヽ 答ロ

②ご自身が保健師として派遣に行く意識が

高まりましたか。

人数

16
6
0

講座の満足度
意識が高まつた
どちらとも言えない

意識が高まらなかつた

!無回答
5%

意識が高まら
|

なかつた0%|

意識が高まっ

た

73%

でき

どちらとも

言えない

36%

どちらとも

言えない

27%
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